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1.組織の概要

1977年 10月 設立(当時社名：株式会社新日本環境計測)

1977年 12月 濃度に係る環境計量証明事業登録(福岡県：濃度第24号)

1978年 10月 ビル管法に基づく飲料水の水質検査業を開始(厚生省:環第665号)

1981年 4月 労働安全衛生法に基づく作業環境測定機関登録(福岡労基局第40-17号)

1981年 10月 飲料水の水質検査業務を福岡県知事登録に変更（福岡県：水第13号）

1983年 6月 福岡市し尿処理浄化槽放流水検査の指定機関登録(福衛環：第356号)

1985年 3月 資本金を500万円から1,000万円に増資

1986年 10月 旧本社を新築し、旧事業所よりの移転を実施

1987年 12月 濃度に係る環境計量証明事業登録を更新(福岡県：濃度第24号)

1987年 3月 騒音に係る環境計量証明事業登録(福岡県：騒音第25号)

1994年 3月 環境計量証明事業登録(福岡県：振動加速度レベル第1号)

1997年 10月 旧分室を新築

水道法第20条検査機関指定(厚生省指定番号 第132号）

2002年 10月 株式会社新日本環境コンサルタントに社名変更

2003年 1月 土壌汚染対策法に基づく指定調査機関認定取得(指定番号：2003-7-2005）

2004年 3月 水道法第20条検査機関登録(厚労省登録番号 第120号)

2005年 8月 ISO9001適合認証取得(登録番号：Q0046）

2009年 5月 エコアクション21ガイドライン適合認証登録(登録番号：0003647)

2011年 12月 現社屋を新築し、社屋を統合(旧本社・分室は売却処分)

2016年 10月 創立40周年に伴い社名を【株式会社ENJEC】に変更

事業所名 株式会社ENJEC(エンジェック)

代表者 代表取締役社長 松永友樹

管理責任者 品質管理課課長 松永友樹

所在地 〒815-0075 福岡市南区長丘3丁目1番18号 新日環ビル

Tel 092-561-8716(代表)

fax 092-561-4791(代表)

Eメール shinnihon@enjec.com(代表)

ホームページURL https://www.enjec.com/

事業内容 環境及び飲料水等に関する分析・測定・検査・調査並びに

試験研究業務

資本金 1,000万円

従業員数 45名

対象範囲 全組織、全活動及び全従業員

認証・登録番号 0003647
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2.実施体制

(6名)

(3名)

(10名)

(9名)

技術部 分析Ⅰ課

分析Ⅱ課

調査課

組織図

 社長

 環境管理責任者

 EA21委員会

(5名)

(9名)

会長

総務部 経理管財課

業務課

(2名)

社長 環境管理責任者
品質管理課

営業部 営業課

EA21事務局EA21委員会

 品質管理課

 ・環境経営システムの監視データ取りまとめ

 ・環境経営レポート作成

 ・法令遵守状況の監視及び指導

 EA21事務局

 ・組織の代表責任

 ・環境経営方針の決定

 ・全体評価及び見直し

 ・管理責任者の任命

 ・環境経営資源の提供

 ・環境経営システムの構築、運用及び管理

 ・環境経営システムの状況を社長へ報告

 ・環境経営システムを従業員へ説明・周知する

 ・委員会を開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を審議する

 ・EA21の活動、全般

 各部門  ・環境経営計画の実施

 ・廃棄物関連の法令遵守及びマニフェスト管理

 ・電気使用量等の環境負荷データ収集

 業務課

 経理管財課
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3.経営理念及び品質方針並びに環境経営方針

3.1 経営理念

組織の目的

社員の人生を豊かにする。

組織の目標

・賃⾦増
・福利厚生拡充

・就労環境の継続的改善

利益

成果

労働

投資

貯蓄 剰余

消費

内部留保

再投資

生産性向上

⇒労働あたりの成果(=作業効率)を向上させる

品質向上

⇒成果あたりの利益(=単価)を向上させる

豊かな人生とは、生きたいように生きることができる人生のことであると考え、

社員がそのように暮らせることを会社の目的とします。

そのために会社ができることは、1 つには⾦銭的な不⾃由をさせないことであり、

そしてもう1つは不⾃由のない働き⽅ができる環境を提供することであると考え、

賃⾦増、福利厚生拡充及び就労環境の継続的改善を会社の目標とします。

この目標を達成するために必要な社員の役割は、投資を労働へ、労働を成果へ、

成果を利益へと昇華させること、そして投資あたりの利益を増加させるために生産

性向上及び品質向上を継続的に達成することです。
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3.2 品質方針
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3.3 環境経営方針
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1 ) 二酸化炭素排出量の削減

購入電力の削減を目標とし、空調設備の適温化 ( 冷房 2 7 度、暖

房 2 2 度 ) 及び保守点検並びに不在時の消灯を徹底した。

2 ) 廃棄物排出量の削減

コピー用紙の購入量及び紙類のリサイクルを目標とし、両面コピ

ーや片面使用紙の再利用を実施し、段ボールや雑紙類はリサイク

ル材として分別し排出した。

3 ) 水使用量の削減

節水の実施を徹底するため、定期的な漏水のチェックと、常時の

節水活動の推進を行った。

4 ) 化学物質購入量の削減

化学物質購入量の削減を目標とし、使用記録簿及び薬品購入記録

等を整備し、無駄な使用や購入が無いよう管理した。

5 ) サービスの環境配慮

事業活動における分析時に使用する試薬の量の少量化・低毒化を

目標とし、可能な限り分析方法の見直しを検討した。

4.環境経営目標、環境経営計画及びその実績

4.1 環境経営目標

4.2 環境経営計画

環境目標 2020年度 2021年度 2022年度

⼆酸化炭素排出量の削減
年間総量/
年間売上

(kg-CO2/万円) 4.62 以下 過去5年間の中央値以下 過去5年間の中央値以下

処分量/
年間売上

(kg/万円) 0.184 以下 過去5年間の中央値以下 過去5年間の中央値以下

⽔使⽤量の削減
年間総量/
年間売上

(m3/万円) 0.0599 以下 過去5年間の中央値以下 過去5年間の中央値以下

年間購⼊量/
年間売上

（kg/万円) 0.0088 以下 過去5年間の中央値以下 過去5年間の中央値以下

 サービスの環境配慮 実施件数 （件）   1 以上   1 以上   1 以上

 化学物質購⼊量の削減

⼆酸化炭素の排出係数は、九州電⼒(2016年)の調整後排出係数0.483 ㎏-CO2/kWhを使⽤する。
⼆酸化炭素・廃棄物の排出量及び⽔使⽤量及び化学物質購⼊量は、昨年度の年間売上を⽤い原単位にて算出し、過去5年間の中央値を目標値とし
た。

単位

廃棄物排出量の削減
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　 2 0 2 0 年度の環境経営活動実績は、以下のとおりです。取組みの

重点項目である二酸化炭素の排出量は、対昨年比でおよそ 1 2 ％減を

達成し、また廃棄物排出量・水使用量・化学物質購入量に関しても、

過去 5 年間の結果と比較して最も良い結果となりました。 ( なお、二

酸化炭素の総排出量は、 1 5 5 0 0 0  k g - C O 2 でした。二酸化

炭素の排出係数は、九州電力〈 2 0 1 6 年〉の調整後排出係数 0 . 4

8 3  k g - C O 2 / k W h を使用しました )

4.3 2020年度の環境経営活動実績

目標
二酸化炭素排

出量の削減

廃棄物排出量

の削減

水使用量の

削減

化学物質購入

量の削減

サービスの環境

配慮

達成指標

年間売上あた

りの年間二酸

化炭素排出量

年間売上あた

りの廃液・汚

泥の減量処分

量

年間売上あた

りの水道使用

量

年間売上あた

りのPRTR薬品

の購入量

分析試薬の低

毒化実施数

単位 kg-CO2/万円 kg/万円 m3/万円 kg/万円 件

2015年度

結果
4.62 0.154 0.0529 - 1

2016年度

結果
4.64 0.208 0.0590 - 1

2017年度

結果
4.67 0.284 0.0658 - 1

2018年度

結果
3.75 0.184 0.0599 0.0097 1

2019年度

結果
3.40 0.164 0.0599 0.0079 1

2020年度

結果
2.99 0.151 0.0514 0.0077 0

2020年度

目標値
4.62 以下 0.184 以下 0.0599 以下 0.0088 以下 1 以上

達成 ○ ○ ○ ○ ×
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　「エコアクション活動手順書」に社員が環境資格を取得する際の

講習会への参加費、受験費の支援、また、資格を取得した際には「

資格手当ての支給」を明文化するなど、社員の環境資格取得の支援

を行っています。環境資格の取得は本人と当社のみならず、広い意

味での社会の環境保全にとって有意義なことと考えており、毎年、

支援を続けていく予定です。本年度は、技術士補 1 件、環境計量士

1 件、作業環境測定士 3 件の計 5 件の資格取得がありました。当社

で指定している資格は以下のとおりです。

1 ) 技術士

2 ) 技術士補

3 ) 環境計量士 ( 濃度、騒音・振動 )

4 ) 作業環境測定士

5 ) 臭気判定士

6 ) 放射線取扱主任者

7 ) 特別管理産業廃棄物管理責任者

8 ) 水道技術管理者

9 ) 土壌汚染調査技術管理者

10 ) 小型船舶操縦士

11 ) 生物分類技能検定

4.4 その他の取組み実績

4.4.1 社員の環境関連資格取得支援
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 近隣地域住民に対象を限定して、井戸水の水質検査を無料で提供

する活動を毎年実施しています。 2 0 2 0 年 3 月 2 9 日に地域のコ

ミュニティ紙「まいんず」（写真 1 ）で無料検査の募集を行ったと

ころ、 5 0 件の依頼がありました。

4.4.2 近隣地域住民へ井戸水の水質検査を無料提供

写真1　井戸水の無料検査の募集

写真2  お礼状
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 ツクシオオガヤツリはカヤツリグサ科の湿地植物で、福岡県指定

天然記念物、環境省レッドデータブック絶滅危惧種 I B 類に指定さ

れた植物です。福岡市の大濠公園に隣接する小さな池の群落が天然

記念物に指定されています。ツクシオオガヤツリは中国の宋との貿

易の際に博多に着いた荷物に種子がついてきたものだと言われてい

ます。この植物の保護を目的にして、福岡市内の池、沼での分布状

況の調査を行っています。

　海域の底泥の浄化を課題に掲げて活動している N P O 法人に協力

し、実験器材の貸出しやアドバイス等を行っています。この光合成

硫黄細菌を利用する浄化手法は、これまでに実施事例がなく、全く

新しい方法として期待されています。

写真5　NPOの活動(干潟の浄化) 写真6　光合成紅色硫黄細菌

4.4.3 希少水生植物のツクシオオガヤツリの保護活動

写真3　ツクシオオガヤツリ 写真4　福岡城堀内のツクシオオガヤツリ群落

4.4.4 NPO支援(海の底泥の浄化活動)
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 当社に関連する環境関連法規は、下表のとおりです。これらの環境

関連法規について、遵守状況を評価し、要求事項が満たされているこ

とを確認しました。また、関係当局等からの違反指摘、利害関係者か

らの訴訟提起または苦情を受けることもありませんでした。

4.5 環境関連法規などの遵守状況

法律名称 要求事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 許可業者への委託・適正管理・マニフェスト管理

等

下水道法 定期水質測定

毒物及び劇物取締法 毒物及び劇物の適正管理

悪臭防止法 規制基準への適合

消防法 設備の適正管理

放射線同位元素等の規制に関する法律 放射線測定・放射線取扱責任者の選任

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関す

る法律

冷凍・冷蔵機器の適正管理

水質汚濁防止法 設備の適正管理

労働安全衛生法 作業環境測定・特殊健康診断の実施及び報告
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 次年度も今年度と同じ取組みを継続するとともに、下記の 3 つの項

目も重点的に実施します。

5.次年度の環境経営目標及び計画

5.1 次年度の環境経営目標

5.2 次年度の環境経営計画

部門 TM 分析 調査 営業 業務 品管

責任者 社長 部門長 部門長 部門長 部門長 部門長

● 常時

● 常時

● 常時

暖房器具の使用管理及び見直し

過剰量検体の返却

取組み内容
完了

時期

改善活動への動機づけ

中期目標値
*

1
二酸化炭素

排出量の削減

年間二酸化炭素排出量

/年間売上 kg-CO2/万円 3.75 以下 3.75 以下 

2
廃棄物

排出量の削減

年間廃棄物排出量

/年間売上 kg/万円 0.184 以下 0.184 以下

3
水使用量

の削減

年間水使用量

/年間売上 m
3
/万円 0.0599 以下 0.0599 以下

4
化学物質

購入量の削減

年間化学物質購入量

/年間売上 kg/万円 0.0079 以下 0.0079 以下

5
サービス

の環境配慮

環境影響低減につなが

る作業手順改善 件 1 以上 1 以上 

＊目標年度は、2021年度～2023年度

No. 目標 目標達成指標 単位
単年度

目標値
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 2 0 2 0 年度は、 5 つの目標のうち、「二酸化炭素排出量の削減」、

「廃棄物排出量の削減」、「水使用量の削減」及び「化学物質購入量の

削減」の 4 つが達成できました。一方、「サービスの環境配慮」の目標

は、達成できませんでした。

 2 0 2 1 年度も、目標値は更新しますが、 2 0 2 0 年度と同じ 5 つの

目標を持って環境経営活動を行うことを計画しています。 2 0 2 0 年度

の達成できた目標、達成できなかった目標のそれぞれについて、その原

因をしっかり分析し、 2 0 2 1 年度の活動改善に活かしていきたいと考

えます。また、業務改善提案は、 5 つの目標とは直接の関連性が無くて

も随時受け付けたいと考えています。

 有効な改善をするにあたって、 P D C A サイクルの考え方は非常に役

立ちます。 P D C A サイクルを正常に機能させるためには、業務計画と

その実施結果をレビューできなければなりません。そのためには業務計

画の事前策定・計画どおりの業務実行・業務結果の記録保存、この 3 つ

が全て適切に実施されることが必要であり、社員各位には、これを念頭

に業務に当たっていただきたいと思います。

株式会社ENJEC 代表取締役 松永友樹

6.代表者による全体の評価と見直し・指示
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